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沖縄の地の利を活用したソリューション
那覇空港は、アジア主要都市まで深夜便や海外キャリアの路線が充実しているため、各国に倉庫を持 つ場合と遜色のないスピード輸送を実現できます。
また、沖縄を拠点とすることで在庫圧縮によるコスト削減や保税制度の活用により、合理的な在庫マネ ジメントや新たなビジネスモデルの構築が可能になります。

沖縄ヤマト運輸による「パーツセンター」運用
沖縄サザンゲート

サザンゲート
（沖縄ヤマト）

保守パーツを集約して
メーカー在庫化
→各拠点に供給

現地販社保守会社

西アジア販社保守会社

クライアント

台湾　etc.

東南アジア販社保守会社

アメリカ　etc.

回収

顧客工場 顧客工場桃園空港 成田空港 静岡工場 成田空港 桃園空港

顧客工場 顧客工場桃園空港 サザンゲート 那覇空港

外資のまま修理

空港一体型保税工場
桃園空港

輸出 輸入 修理長距離輸送 長距離輸送 輸入 納品

回収 輸出 輸入 納品

輸出

ヨーロッパ　etc.

クライアント

東南アジアクライアント

羽田・成田
国際ハブ

原料調達

日本の原料 調 

達

輸 

入

充 

填
包 

装

アジア・アセアン諸国

欧州・欧米

海外の原料
／包装資材　

輸入時
関税0％

関税
免除／減税

生産（保税工場、保税蔵置場） 再輸出

Made in Japan

メーカー
保税生産

Before

After

海外製部品

顧客工場静岡工場 成田空港 海外空港

顧客工場 顧客工場サザンゲート 那覇空港

外資のまま保管し製造

空港一体型保税工場

海外空港

輸出 製造・保管 輸入

海外製部品 輸入 納品

輸出

Before

After

○部品の仕入れコストの一例

部品代 + +日本までの輸送費 海外商社マージン + 国内商社マージン + + 輸入消費税 +関税 国内の輸送費

この4つをカットできる

再 

輸 

出

沖縄へ在庫集約とスピード配送 製造コストの圧縮／リードタイムが削減できます

■アジア向けのリペアパーツ在庫拠点

アジア向けの製造拠点かつ物流拠点

■化粧品容器への充填、ラベル貼り、包装など、製造の最終工程から
　物流までをワンストップで支援

国際ロジスティクスセンター4号棟（沖縄サザンゲート） 　沖縄ヤマト運輸の物流施設「サザンゲート」は経済特区内にあります。この施設内に貴社の保税工場を造ることで、
関税と消費税を支払うことなく、外国から回収した商品を修理したり製品を生産したりすることができます。
　また、サザンゲートは那覇空港に隣接しているので、物流コストとリードタイムも削減できます。

外国から回収した修理の必要な商品を、サザンゲート内で修理することで
納品までのリードタイムの短縮と物流コスト・修理コストの削減が実現！

　緊急輸送が求められるリペアパーツは、沖縄に在庫拠
点をおくことで、緊急対応力を高めることができます。
　また、アジア各地に生産拠点があり、それぞれにリペア
パーツを分散させてストックしている企業などでは、沖縄
のストックセンターに在庫を集約することで、在庫の圧縮
やコストダウン等のメリットも期待できます。

顧客事例 回収～修理～納品まで平均2ヶ月

回収～修理～納品まで1ヶ月

例：台湾から修理品を回収して
　  静岡で修理し、台湾に納品する場合

保税修理

海外製部品を、サザンゲートに直接調達し、外資のまま製品を製造することが可能。
製造原価を下げコスト競争力UP！保税製造

✔

✔

✔

✔

リードタイム短縮
物流コスト削減
輸入消費税カット
各種関税カット

顧客事例 例：静岡に工場がある場合

✔

✔

✔

物流コスト削減
輸入消費税カット
各種関税カット
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istory沖縄県では、沖縄国際物流ハブの物流機能を活かし、日本全国の特産品を沖縄経由でアジアへと輸出する　全国特産品の流通拠点化を推進する取組を、各地域と連携して推進しています。

全国の特産品を沖縄からアジアマーケットへ

　経済成長を続け、所得水準が向上しているアジア諸国では、
食へのニーズも多面的な拡がりをみせています。
　海外からの食品の輸入も大幅に拡大しており、なかでも安心、
安全な日本産の食品に対する関心やニーズも高まっています。
　沖縄国際物流ハブは、全国の特産品を付加価値の高い、新
鮮な状態で海外へお届けします。

■Eコマースと沖縄国際物流ハブの活用で販路拡大

　沖縄国際物流ハブを活用して輸送することで、他地域の特産品とのコラボレーションも実現し、付加価値の高い
商品をアジアの食卓にお届けする事ができます。

■沖縄県内セントラルキッチン活用事例

■年々増加する農水産物の輸送実績
　航空輸送に強い沖縄国際物流ハブ

　うるま市の「国際物流拠点産業集積地域」に平成27年
に立地した高品質な冷凍食品加工工場と食品機械製造
工場を営むメーカーでは、全国各地の産地からダイレクト
に素材を集め、付加価値の高い最終調理済み製品にまで
加工した「made in japan」商品を海外の小売店に輸出す
る取り組みを行なっています。
　この新たな「高品質冷凍技術＋セントラルキッチン」モ
デルにより日本産品の輸出促進や廃棄ロスの低減といっ
た社会的な側面からも沖縄国際物流ハブを活用した取り
組みとして、より一層の全国連携に取り組んでいきます。

■ 鹿児島県 「SHIP&AIR」 での活用事例

■ 静岡県「旅客便ベリースペース」での活用事例

　鹿児島県では、鹿児島県産品の輸出拡大に向けた取組と
して、沖縄国際物流ハブを活用した海上輸送と航空輸送に
よる新たな輸送スキームを、平成29年12月に構築しました。
　鹿児島県から沖縄県への輸送距離が短いという地理的
優位性を活かした海上輸送ネットワークと那覇空港を基
点としたアジア圏への航空輸送ネットワークを組み合わ
せることにより、リードタイムの短縮や輸送コストの削減
を図り、スピーディーかつリーズナブルな輸送体系を実現
しています。
　この新たな輸送スキームの活用により、畜産物、水産物、
農産物等の鹿児島県産品の輸出拡大に取り組んでいます。

　静岡県では、平成23年から、静岡‐那覇間の旅客機の
ベリースペース と沖縄国際物流ハブを活用した輸送ス
キームを運用し、平成25年からは静岡県職員を県内商社
へ派遣し海外販路開拓に向けて連携することで、輸出拡
大を実現しています。
　主な輸出品目であるイチゴについては、輸送時の振動･
衝撃による品質低下を防ぐため、旅客機の限られた貨物
スペースに対応した専用パレットを開発することで、商品
の品質保持が可能となる「静岡型海外輸送モデル」を確
立しました。
　この輸送モデルと地域商社との連携により、静岡県産
品に加え、周辺地域産品も含めたさらなる輸出拡大に取
り組んでいきます。

■日本全国の特産品を新鮮な状態で
　海外へお届け

　平成21年（2009年）10月の国際物流ハブ事業の開
始以来、那覇空港における食料品の輸出額は、10年間
で約100倍の伸びを記録するなど、大幅に増加してい
ます。
　全国的にも、国や自治体の輸出拡大戦略等により農
水産物の航空輸送量が増加してきています。今後、ア
ジアへ新鮮な食料品の配送を可能とする沖縄国際物
流ハブが更に注目されるとともに、沖縄を経由した食
料品の輸出量増加が見込まれます。

※ベリースペースとは、旅客機の床下貨物スペースのこと。 

出典：財務省貿易統計

※

「高品質冷凍技術＋セントラルキッチン」

全国の特産品流通拠点化の推進

静岡県

インターネットで受注

インターネットで受注

【集荷手配】

静岡空港 那覇空港 香港空港 物流センター

鹿児島空港

【生産者】 【ユーザー】

注文

当日 翌日

鹿児島県 県内
事業者各地 夕方発

現地到着後のイチゴ専用パレット

○「高品質冷凍技術＋セントラルキッチン」海外輸送サービスイメージ

○「SHIP&AIR」輸送イメージ　

鹿児島
新港

出荷日
（N）

出 港
13:00

沖縄
那覇港

入 港
8:00

物流施設

到 着
14:50

那覇空港

搬 入
15:00

那覇空港

出 発
AM

香港
国際空港

到 着
PM

N ＋ 1日 N ＋ 2日

○「旅客便ベリースペース」輸送イメージ

出荷日（N） N+ 1日

出 発
13:20

到 着
16:05

那覇空港那覇空港静岡空港

積替
冷蔵・冷凍

那覇空港

出 発
AM

香港国際空港

到 着
PM

日本全国
約800箇所

・全国約 800 箇所の
   食材産地と連携
・次世代冷凍機利用

産地

・アジア他
・国内

香港
台湾

シンガポール
上海　他

消費地

沖縄
うるま市

・高品質冷凍食品の製造工場を保有
・次世代冷凍機製造
・次世代凍結特許保有
・自社 /OEM

食品加工・冷凍加工

成田空港
羽田空港

静岡空港

小松空港

ソウル（仁川）

ウラジオストク

台北（桃園）

バンコクなど

上海

新千歳空港

シンガポールなど

日本全国の特産品を
アジアへ最短翌日配達！

福岡空港
北九州空港

香港

可能性が広がる特産品流通拠点

日本産品の産直・お取り寄せモデル【イメージ】

越前ガニ（福井県） 毛ガニ（北海道）

＋

日本のカニ食べ比べセット 旬を味わう、季節の果物ギフトセット

例えば、各地方名産品のコラボで、商品力のアップも！

りんご（青森県） ぶどう（長野県など）

＋ ＋

柿（和歌山県など）　梨（鳥取県など）

関西国際
空港

那覇空港

沖縄県産
くるまえび

鹿児島県産
黒豚

愛知県産
名古屋コーチン

愛知県産
サーモン

青森県産
ほたて

鳥取県産
紅ずわい蟹

高知県産
鯛

※写真はイメージです。

61,093
70,173

121,822
217,687

450,804
517,386

641,199

844,564

994,860

15,472

那覇空港からの食料品・飲料関係の輸出額の推移
（単位：千円）

 H25  H26  H27  H28  H29

1,524,042

 H30

1,498,046

 R1 H24 H23 H22 H21 H20

食材仕入
生産者 輸出

小売店

完成品

冷凍状態 解凍状態

完成品
百貨店
小売店


